
各様式 書き方のポイント

個別の教育支援計画

個別の指導計画



今日の予定

２、個別の教育支援計画の書き方 

３、個別の指導計画の書き方 
　

１、前回の復習（各様式のつながり）



前回の復習



授業までの流れ
実態把握

個別の教育支援計画

個別の指導計画

授業

日々の支援

（教育実践マトリクスなど）



実態把握
最も重要

子どもたちの様子をよく観察する

何を？

得意なことは？＊仮説 
苦手なことは？＊仮説 
どんな支援が必要？＊仮説



実態把握
•保護者、関係機関（主治医、放課後等デイサービス、OT、PTなど）からの聞き取り 

• 前担任からの情報 

• 発達検査など（WISC-V、K-ABCⅡ、新版K式など）の結果 

• ＊大切なのは数値ではなく、分析結果（強み・弱みなど） 

•本人の行動観察 

• 大切なのは、１つの情報に頼るのではなく、色々な情報を総合して考えること



何をどう考えるか。
1、何に困っているか

2、なぜか❓

3、どうすれば良いか❓

4、やってみよう‼

どうなって欲しいか

原因は 
何が隠れてる❓【仮説】

支援の方法【立案】

実践

いつ？どんな時？

５、どうだった❓
日々の生活の中で確認 

【評価】＊継続または２に戻る



教育実践マトリクスについて

本校独自の 
「実態把握」 

「課題設定ツール」 
「学びの記録」 

小中高１２年間で 
身につけてほしい力の 
「地図」 

16の力（横軸）×12段階（縦軸）



学年ごとに塗る色を変えて、 
変化を記録 

必ずしも上のマスの目標を 
狙うものではない 

地図なので１丁目と２丁目に 
優劣はない 

横に伸びるのも、深まるのも 
成長 



個別の教育支援計画の 
書き方



個別の教育支援計画

3年後（長期）→1年後（短期）目標

本人、保護者の願い

どんな未来をめざすか？

望む未来（３年後）から逆算する 
今年どこをめざすか

そのために必要な支援は？

大切なのは 
本人・保護者の思い



各項目の主語と記入例
項目 主語 記入例

卒業時に 
つけたい力

児童・生徒 
または保護者

色んな人と喋ることができるようになりたい（児童・生徒） 
コミュニケーション力をつけて欲しい（保護者）

長期目標 児童・生徒 自分の気持ちを相手に伝えられるようになる

年間目標 児童・生徒
困っていることや手伝ってほしいことを 

担任に伝えることができる

支援の手立て 教員
最初は担任が思いを聞き取り、適切な伝え方を具体的に示し、 

少しずつ自分から伝えられるように促す

年度末の様子と課題 児童・生徒
教員から問いかけがあれば困っていることなどを伝えることができた（様子） 

自分から質問できるようになることが今後の課題である（課題）



教員の仕事
本人・保護者の願い 

具体的な目標に解像度を上げる 
「願い」につながる　「今」取り組むべき（取り組める）課題 

「適切なコミュニケーション」 
誰と？（親？先生？子ども？） 

どの場面で？（いつでも？授業で？休み時間？困った時？） 
どんな風に？（喋って？１語？身振り手振り？絵カード？） 

今できること・できないことは？（話せる？文字は？サインは） 



個別の指導計画の 
書き方



授業
＊２つの柱教科の力 

・各教科の学習内容 
「国語」 
「数学」 
「社会」 
「外国語」 
「音楽」 
など 

自立活動 

・得意を活かし 
苦手を補いよりよ
く生きる力 

「指先の器用さ」 
「コミュニケー
ション」 

「精神的な安定」 
など

←教科を教える 

教科で教える→



個別の指導計画
１年間（前期・後期）各教科で 

何を 
どう学ぶか 

（そのために必要な支援は？） 

教科で学習すべき内容：ねらい 
自立活動的な課題：教材教具の工夫，活動内容の設定 

支援の手立て：学ぶための支援





具体例
「１０」の大きさ

教科の力 
・１０という数の理解 

自立活動 
・指先の器用さ 

（目でみて、ねらって指で
つまむ） 

ビーズを卵パックにつまんで
うつす 

＊ビーズの大きさを変える 
お箸でつまむ 
目でみてわかる



個別の指導計画

支援計画の内容 
各教科の指導計画に 
連携させる



目標の観点と評価
ア：知識・技能 
イ：思考・判断・表現 
ウ：主体的に取り組む態度 

本校はプルダウン式 

評価はそれぞれの目標に対応した記述 
主語は「児童・生徒」



観点 内容 例

ア：知識・技能 基礎的な知識や技能の習得状況を評価 漢字の読み書き、計算の正確さ、英単語の習得 
・見聞きしたことなどを簡単な言葉で話している

イ：思考・判断・表現 知識や技能を活用し、 
考え、判断し、表現できるか評価

文章の要約、応用問題の解答、実験の考察 
・文字を書くことに興味を持っている

ウ：主体的に学習に取り組む態度 学習への意欲や粘り強さ、 
振り返りの姿勢を評価

課題への自主的な取り組み、意見の発信、学習習慣 
・文字などに関心をもち、読もうとしている



自立活動は・・・

学校生活全体での指導

個人の自立活動の課題

時間における指導

個人の自立活動の
課題

集団で学ぶべき
課題

各教科での指導

各教科の学習内容 自立活動の課題

西浦支援学校中学部では

３つの場面に分けることができます



 

○学校生活全体（朝の時間、給食、クラスなど） 
⚫時間における指導（時間割上の「自立活動」）

個別の教育支援計画→時間における指導 
【目標】　場面にあった言葉遣いを知る→相手を意識して適切なコミュニケーションについて 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えることができる。 
【手立て】言葉遣いが乱れている場合は→適切な表現について考える際に具体的な表現例を… 
　　　　　「○○って言うのはどう？」…　



ありがとうございました

書いてみないと 
難しいですよね・・・


